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１． IP電話端末に関する標準化動向

IP電話端末のカテゴリ

NGNにおけるIP電話端末インタフェース
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IP電話端末のカテゴリ

ハード端末 ソフト端末

デ
ー
タ

映
像

音
声

IP電話端末には、以下のカテゴリの商品・サービスがある。（弊社例）

IP電話端末 ソフトフォン

IP-PBX/IPコールセンタ

PCベース スマホベースMKT IP電話
機

無線
IP電話
端末

IP-
FAX

／MFP

TV電話端末

TV会議システム

コンテンツ転送
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IP電話端末の構成と主な用途

構成 用途 区分

１）D／E端末分離型 D端末：ルータ、
HGW
E端末：IP電話、

IP-FAX、

IP-TV電話

ハード、ソフト

２）D／E端末一体型 D／E端末：VoIP-
TA、

IP電話、

IP-FAX、

IP-TV電話

ハード、ソフト

３）D／E端末複合型 D／E端末：IP-PBX、
IP-ボタン電話、

VoIP-TA

ハード、ソフト

DE

D／E

D/E
E

E
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主なソフトフォンの構成と種類

区分 製品名 ベンダ名 適用ハード ネットワーク プロトコル

IP電話 SUPREE ソフトフロント PC、スマホ NGN（NTT) NGN-SIP
050plus NTTコミュニ

ケーションズ
PC、スマホ ３G、WiFi SIP

Com@WILL OKI PC、スマホ、
タブレット

IP-PBX SIP（VPN）

インターネット
電話

Skype Microsoft PC、スマホ、
タブレット

インターネット 独自

MSN 
Messenger

Microsoft PC、スマホ、
タブレット

インターネット SIP

Google Talk Google PC、スマホ、
タブレット

インターネット XMPP

LINE NAVER 
JAPAN

PC、スマホ、
タブレット

インターネット 独自

fring スマホ、
タブレット

インターネット SIP

本ソフトの選択は千村の私
見であり、データは個人の

調査による
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ＮＧＮにおけるIP電話端末インタフェース（UNI）の位置付け

コアネットワーク
(IPネットワーク)

有線アクセス網 無線アクセス網

トランスポート
ストラタム

サービス制御
(放送、サービスオーケストレーション、位置、認証等)

コンテンツ＆
アプリケーション

コンテンツ＆
アプリケーション

サービス
ストラタム

他

網

ANI

UNI：ユーザ・網インタフェース
NNI：網間インタフェース
ANI：アプリケーション網インタフェース

IP電話では、ネットワークの物理インタフェースに関わらずUNIを規定

NNI

UNI
情報家電
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NGNにおけるインタフェース規定

出典：TTCセミナー
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NGNにおけるSIP関連規定（IP電話関連）

事業者SIP網 事業者SIP網

JT-Q3401「NGN NNIシグナリング
プロトコルプロファイルセット１」

JT-Q340 「NGN NIシグナリング
プロトコルプロファイルセット１」

JT-Q3402「NGN UNIシグナリング
プロトコルプロファイルセット１」

TR-1015「事業者SIP網およびNGN
着信転送サービスに関する技術レポート 」

TR-1020「NGNにおけるSDPメディア
ネゴシエーションに関するインタフェース
技術レポート 」

＋ ＋
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２．IP電話の相互接続に関する国内外の動向

ITU-Tにおける相互接続仕様の標準化動向

海外における相互接続試験の動向

HATSにおける相互接続試験の動向
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国内でのNGN相互接続試験検討方針 平成21年4月28日 ITU部会資料
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相互接続試験仕様勧告への草案提案の流れ
（NGN VoIP試験仕様の場合）
国内オペレータ間相互接続仕様を記載したNGN UNI技術レポートTTC TR-9024を参照

ITU-T NGN UNI仕様(ITU-T Q.3402)をダウンストリームし、TR-9024の内容をAnnexとAppendixに追記することで、国内標
準TTC JT-Q.3402を作成

JT-Q.3402におけるVoIPサービス仕様部分をITU-Tへアップストリームし、サービスプロトコル仕様を作成

本サービスプロトコル仕様をベースに、ITU-T VoIP試験仕様を作成

ITU-T Q.3402

TTC TR-9024

TTC JT-Q3402

TTC additional spec.
Main text
Annex
Appendix

Main text

Annex
Appendix

ITU-T draft Rec.
Q.VoIP Service 
Testing at NGN UNI

Technical information

Annex

SDOa SDOb SDOc

ITU-T 
Service 
specificat
ions for 
VoIPUp stream

ベースドキュメント 国内標準 国際標準 国際試験標準

出典：TTCセミナー
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ITU-T SG11におけるNGN試験勧告構成

NGNコンフォーマンス試験とインタオペラビリティ試験の勧告ドキュメント構成は、試験フレームワー
ク仕様と、各サービス試験仕様から構成される。

試験フレームワーク仕様は、共通的な試験仕様作成方法や試験実施方法を記載

各サービス試験仕様は、試験フレームワーク仕様の内容に沿って、各サービスに特化した具体的な試験実施
方法を記載

Q.NGN 
interoprability

Q.3909

PSTN/ISDN 
simulation service 
testing
Q.CDIV, Q.OIP/OIR

VoIP service 
testing at NGN 
UNI

Q.3948
Video Conference 
testing

Annex 
SD(MPEG)
SD(H263)
HD(H264)

IP-FAX
(Data transfer)
testing

Multimedia service 
testing
(Video Telephony)

Q.MMtesting

completed drafting

completed

出典：TTCセミナー
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海外における相互接続試験の動向

IMTC 
International Multimedia Teleconferencing 
Consortium 

ITU-T勧告のT.120とH.32xに準拠したデスクトップ会議シス
テムやビデオ会議システム，テレビ電話などの普及や相互
接続の検証を目的とする国際組織。1994年から95年にかけ
て，既存のオーディオ・グラフィックス会議，映像通信，パソコ
ン会議関連の3団体が合併して設立された。2003年1月現在
で約100社が参加している。IMTC内には，H.323関連の
「Conferencing over IP」，H.320関連の「H.320InterOp」，
H.324関連の「H.324InterOp」，IPテレフォニ技術関連の
「iNOW!」および「IMTC aHIT!」などの活動グループがある。

www.imtc.org
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海外における相互接続試験の動向

SIPitとは

SIPit (Session Initiation Protocol Interoperability Tests) と
は、SIPを実装したネットワーク機器間での相互接続性の確
立を目的とし、年間ほぼ2回のペースで開催されているSIP 
Forum主導の国際的な相互接続イベントです。今までにすで
に17回開催されています。毎回約100の組織が参加し、次
世代のコミュニケーション・インフラの仕様および実装の実現
に向け、約1週間、相互接続実験を行います。

18回目の「SIPit18」を2006年4月17(月)～21日(金)に、東
京・秋葉原コンベンションホールで開催。

名称SIPit24(SIP Interoperability Test event)
URLhttp://www.nic.ad.jp/ja/sipit24/
日時2009年5月18日(月)-22日(金)(5日間)
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HATSにおけるSIP相互接続試験の状況
HATS ＳＩＰ－ＷＧ／ＭＰＥＧ４－ＷＧでは、2002年以降にＳＩＰおよびＭＰＥＧ－４実装のマ

ルチメディア機器の相互接続試験をHATSと連携し、実施してきた。2007年からは基本接
続に加えて、転送などの付加サービスの試験も実施している。

しかし、機器ベンダにおける基本的なプロトコルの実装確認はほぼ収束し、2008年度より
参加者が減ってきている。

一方、2008年3月に国内ではＮＴＴがＮＧＮ（次世代ネットワーク）サービスを開始し、ＮＧ
Ｎを介した通信機器が登場している。そこで、2011年度より、ＳＩＰ－ＷＧ、ＭＰＥＧ４－ＷＧ
のスコープを拡大、名称をＶｏＩＰ機器ＷＧ、ＴＶ電話・ＴＶ会議ＷＧに変更して活動を進めて
いる。現在は、主にＮＧＮを介した通信機器の相互接続試験のための検討、トライアルなど
を行っている。
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出典：HATSセミナー2012より
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2011年度NGN端末間相互接続試験トライアル

18

目的：NGN市場拡大のために、NGNを介した機器間接続の実施要領、試験仕様
を明確にする。

試験概要：NTTにNGN擬似網試験装置を借用し、接続する機器のプロファイルお
よび試験実施要領（案）を作成し、試験結果をフィードバックする。

 対象インタフェース：UNI2（HGW収容端末） HGWは家庭用、ｵﾌｨｽ用を使用

 対象プロファイル：IP電話／TV電話・TV会議、IP-FAX端末（T.38対応）、
コンテンツ転送

 参加社：NTT、NTTアドバンステクノロジ、ネイクス、ブラザー工業、リコー、
富士ゼロックス、東芝テック

試験日：2011年9月13日（火）～14日（水）

HGW NGN
擬似ｻｰﾊﾞ

UNI2 AP

A 社 端 末
(UNI2)

HGW

UNI2 UNI2UNI1UNI1

NTT参照端
末(UNI2)

HGWA 社 端 末
(UNI2)

UNI2 UNI1

B 社 端 末
(UNI2)

NGN
擬似ｻｰﾊﾞ

試験１）NGN擬似環境トライアル接続試験の環境(外線接続 他社端末間) 試験２）NGN擬似環境トライアル接続試験の環境
(内線接続 他社端末間) 

出典：HATSセミナー2012より
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 参加端末 ６社１０機種（ ＮＴＴ、ＮＴＴアドバンステクノロジ、ブラザー工業、
リコー、富士ゼロックス、東芝テック）

 ＩＰ電話／ＴＶ電話

 ＩＰ－ＦＡＸ

 コンテンツ転送

 試験環境 ２社２機種（ＮＴＴ、ネイクス）

2011年度NGN端末間相互接続試験トライアル状況

ＮＧＮ端末間相互接続試験風景

出典：HATSセミナー2012より
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2011年度NGN端末間相互接続試験結果
 主な試験結果

 試験結果のフィードバック
 IP電話／TV電話は、基本接続において、問題は無かった。

 IP-FAXは、SIPの接続はほぼ問題なかったが、IFP（IP-FAXプロトコル（T.38））において能力交換、タ
イミング制御にて、仕様解釈や実装の差異などの課題が発見された。

 NGN擬似環境の違いにより、相互接続の確認できる対象範囲に若干の違いがあることがわかった。

カテゴリ ＨＧＷ 外線／内線 成功率

ＩＰ電話

ＴＶ電話

RT-S300 外線 100%

内線 100%

RT-S300
OG-400

外線 100%

ｺﾝﾃﾝﾂ転送 RT-S300 外線 100%

内線 100%

IP-FAX RT-S300 外線 69%

RT-S300 内線 57%

OG-400
OG-800

外線 16-24%

内線 50-52%

カテゴリ ＨＧＷ 外線／内線 成功率

ＩＰ電話

ＴＶ電話

RT-S300 外線 100%

ｺﾝﾃﾝﾂ転送 RT-S300 外線 100%

IP-FAX RT-S300 外線 61%

ＮＧＮ擬似環境１ ＮＧＮ擬似環境２

出典：HATSセミナー2012より
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ＮＧＮ相互接続試験に関する国際標準化動向とＨＡＴＳ試験の意義

ITU-T SG11において、NGNサービス試験仕様の勧告化検討
⇒HATSより試験要項（案）をベースにTTCから寄書。国際標準化に貢献。

HATS
SIP/MPEG4

相互接続試験要項

ITU-T
NGNサービス試験仕様勧告

提案（TTC）

HATS
NGN相互接続試験実施

（ITU-T国際標準に準拠）

ITU-T
相互接続試験DB登録

（HATSの試験結果を反映）

日本企業の
国際展開加速

日本の

マルチメディアサービス
市場拡大

TTC/HATS
ITUへ寄書

TTC/HATS（高呂氏）協力

国際基準での
試験推進

試験機関
認定推進

メリット

出典：総務省H21年度ITU部会審議状況概要から引用

■活動意義
HATSにおけるNGN相互接続試験結果にて、ITU-T
への国際標準DBへ登録が可能となり、日本企業の
国際展開が加速される。

出典：HATSセミナー2012より
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３．課題
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ソフトフォンの技術基準策定、認定に関する課題

1. 番号割り当てに関する課題
移動体通信（LTE他）とWiFiなど無線手段を複数実装している端末
にソフトフォンを実装する場合、利用する場所によって080/090番号
と0AB-J番号のいずれかを利用することが可能である。

この際に、同一のソフトフォンにてVoLTEの基準か、ソフトフォンの
基準のどちらを満足すべきかという課題が考えられる。

しかしながら、VoLTEではLTE規格、NGNベースのソフトフォンでは
IMS規格に準拠したソフトが必要であり、それぞれの番号割り当て
の技術基準に満足することが必要である。
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ソフトフォンの技術基準策定、認定に関する課題

2. 相互接続に関する課題
UNIの接続性については、事業者と端末ベンダの間で試験が行わ
れ、適合性が確認されている。

NGNを介した端末間の接続性については、HATSにて試験への準

備が進められており、試験結果は端末ベンダの実装にフィードバッ
クされると期待される。

NNIでの網間接続については、事業者間での接続試験の進展が望
まれる。海外事業者との接続については、CJKプロジェクトによるテ

ストベッドの検討などが進められており、その結果による事業者間の
調整が期待される。
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参考資料
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主観評価 客観音質評価
総合音声伝送品質評

価

Ｒ値ＰＥＳＱＰＳＱＭ会話ＭＯＳ評価方式

G.107 (98年12月）P.862 (01年2月）P.861 (96年8月）P.800 (96年8月）ＩＴＵ－Ｔ勧告（時期）

２１個のﾊﾟﾗﾒ-ﾀか
ら計算式(E-model
と呼ばれる)に基づ
いて値を算出する

原音とﾈｯﾄﾜ-ｸを通して劣化させた音を比
べ、劣化度合いを数値評価する

人間が音を聞いて
数値評価する

（複数人の平均）

評価方法

０～１００

高い方が高評価

－０．５～４．５

高い方が高評価

１～５

高い方が高評価
評価数値の範囲

０～６．５

低い方が高評価

○○○○音質

○××○遅延

○××○エコ－

○××○ﾗｳﾄﾞﾈｽ *1

○○×○環境雑音

数値の算
出に反映
できる要素
（可変パラ
メ－タ）

*1 音のエネルギ－に対して人間が受ける感覚的な大きさ

MOS : mean opinion score    PSQM : perceptual speech quality measurement   PESQ : perceptual evaluation of speech quality
R値：Rating factor

主な評価基準

電話における音声評価基準
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（参考値）

＊ R値、遅延に関する表中の数値は95%確率で満足させるものとする。
(注)ここでの固定電話並、携帯電話並とは、それぞれ通話品質に注目した場合を表し、その他の機能等について既存の固定電話並又は携帯電話並を求めるものでは
ない。

TTC標準「IP電話の通話品質評価法」（JJ-201.01） 代表的なＲ値に対応した所要ＭＯＳ値／ＰＥＳＱ値

総務省：「IPネットワーク技術に関する研究会」報告書 IP電話の品質クラス分類

クラスＡ
（固定電話並(注)）

クラスＢ
（携帯電話並(注)）

クラスＣ

総合伝送品質率（Ｒ） ＞ 80 ＞ 70 ＞ 50

エンドトゥエンド遅延 ＜ 100ms ＜ 150ms ＜ 400ms

呼損率（接続品質） ≦ 0.15 ≦ 0.15 ≦ 0.15

(A)所要

Ｒ値

(B)Ａに対応する
欧米の会話ＭＯＳ値

(C)Ｂに対応する
日本の会話ＭＯＳ値

(D)所要
受聴ＭＯＳ値（注１）

(E)所要
ＰＥＳＱ値(注２)

80 4.0 3.5 3.5 3.4

70 3.6 3.1 3.1 3.1

50 2.6 2.3 2.3 2.5

注１）本表(Ｄ)の「所要受聴MOS値」とは、「所要会話MOS値を実現するためにはそれと同等以上の受聴MOS値が必要である」との想定から決定した値であり、主観
評価試験に基づいて決められた値ではない。

注２）本表(Ｅ)の「所要PESQ値」とは、レファレンス(MNRU)条件のみからなる主観・客観評価試験におけるPESQと受聴MOSの関係から決定した値であり、この関係
は主観評価試験の枠組みの影響を受けるため、あらゆる主観評価試験結果に適用できる値ではない。

（片方向）

電気通信事業者がＩＰ電話サービスを提供するにあたり、音声品質の最低基準（クラスＣ）を設けています

接続されない
呼が発生する
確率

0.15 =
100

15

IP電話の音声品質評価基準
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UNI UNI

VoIP-TA ルータ VoIP-TAルータ

（条件１） UNI-UNI間のIPレイヤのベアラ品質

従来の品質基準

メディア
変換装置

エンドエンド遅延： 150ms未満
R値： 80超

（規定値案）IPパケット転送遅延時間： 70ms
IPパケット転送遅延揺らぎ： 20ms
IPパケット損失率： 0.1%

A事業者IP-NW

アナログ
電話端末

ルータ ルータ

標準的な端末形態 標準的な端末形態

PSTN
網

PSTN網

IP電話
端末

アナログ
電話端末

IP電話
端末

アナログ
電話端末

IPネットワーク

（条件２） UNI-NNI間のIPﾚｲﾔのベアラ品質

（規定値案）IPパケット転送遅延時間： 50ms
IPパケット転送遅延揺らぎ： 10ms
IPパケット損失率： 0.05%

【標準的な端末形態のCODECに関
する注釈】
IP電話端末／VoIP-TA／メディア変
換装置に実装されるCODECが、
「G.711μlaw(パケット化周期20ms)」
であると想定。

B事業者
IP-ネット
ワーク

A事業者/B事業者は、いずれも
0AB~J番号のIP電話サービスを
提供する通信事業者。

0AB～J番号IP電話を提供する１通信事業者が満足すべきNGN品質基準として、以下の規定が制定された。0AB～J番号IP電話を提供する１通信事業者が満足すべきNGN品質基準として、以下の規定が制定された。

POI(IPレイヤ相互接続)

国際標準などを考慮して
規定値案を設定。

NGNにおける品質規定
出典：次世代IPネットワーク推進フォーラム品質WG資料


